
R7 とうきょうすくわくプログラム活動報告書 

園名 すくすくワールド 
 

１．活動のテーマ 
＜テーマ＞ 

 
２．活動スケジュール 

 
３．活動のための環境設定、準備する素材や道具 

 
  

音について 

（活動する場所・環境の工夫） 
基本的には室内で行い、体験時など内容に応じて戸外の公園や安全な遊歩道で活動を
行う。 
（活動に用意した素材・道具） 
・音の違いを出す為にマラカスを作るケースや中に入れる素材。 
・木琴や鉄琴等、様々な楽器を用意。 
・言語の違いでは実際の外国人職員の話しの他 YouTube を活用し、スピーカーを繋げ
て様々な言語を聞かせる。 
・点字の絵本を用意。 
・視覚障害理解を深めるために、アイマスクや弱視体験キットを用意。 
 
 

（ざっくり何月頃にどういう活動をしたか記載ください） 
８月：音とはなにか？様々な音の違いや身の回りにある音を聞いてみる。 
１月：楽器を使って素材による音の違いを探す。 
２月：様々な国の言語の違いについて聞いてみる。 
２月：目の見えない世界について学ぶ。 
3 月:実際に視覚障害のある方の体験をする。 
 



８月 26 日：音とはなにか？様々な音の違いや身の回りにある音を聞いてみる 
４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ ※公開可能な写真 2枚以上を含めてください 

（保育者⇒こどもへの最初の働きかけ、狙いの問い） 
・話を聞いたり、音楽に合わせて踊ったり、周りには音が溢れている。 
・今聞こえる音にはどのようなものがあるか？ 
・園の外ではどのような音がするか？ 
 
活動の内容、流れ。問いに対する探究 
・今どのような音が聞こえるか子どもに質問し、自由に発言する。 
・窓を開けて外からはどの様な音が聞こえてくるか質問し、自由に発言する。 
・目に見える物はすぐに答えられるが、外の音等目に見えないものは少し時間が掛か
るだろう。しかし、今まであまり気にしていなかった電気機器の動く音や、風の音など
に気が付くだろう。 
こどもたちの反応 
・「音ってなに？」→「手を叩くとなる」「セミ」「カスタネット」「電車」・・・ 
・「みんなが声を出さなかったら何も音はしなくなると思う？」 
→「音はしない」という意見が多数。 
・「1 分間声を出さずに静かにするとどんな音が聞こえる？もしくは聞こえない？」 
→「Caterpillarさんの声」「隣のクラスのピアノの音」「キッチンの音」「風の音（エア
コン」 
・「場所を変えたら聞こえる音は変わると思う？」→「変わる」という意見が多数。 
→窓を開けて外の音を聞いてみた→「バイク」「車」「風」「セミ」「ヘリコプター」 
・「音はゼロにならない？」→「耳をふさいだら？」 
→耳をふさいでも音が聞こえてきたことに驚いていた。 
・みんなで目隠しをし、音だけを聞いて何の音か当ててみる体験 
→ハサミやボールの音はすぐに当てられていたが、本を閉じる音やマグネットを貼り
つける音などは普段なかなか親しむこともないためか難しい様子であった。 
・今日の振り返りや音についての意見交換をすると、「人は言葉を話したりしていろん
な音を出せるけど、猫はニャーとしか音を出さないのは何で？」という質問があった。
それに対して猫やそのほか動物は鳴き声でコミュニケーションを取っていると思うと
いう意見が多くあったが、次に「じゃあ蝶々やカブトムシは？」と質問がでてきた。「口
がないから鳴かない（音を出さない）のではないか」「いや、口はあるけど鳴かないだ
けじゃないかな」などとその後も子ども達なりに様々な意見交換をしていた 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．振り返り 
＜振り返よって得た先生の気づき＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（探究内容について、特に注意・意識して観察したポイントや気づき） 
・子ども達の年齢などによって聞こえてくる音に違いはあるのか、それぞれの発言に
よく耳を傾ける。 
・同じ音でも子どもによってとらえ方や表現方法は様々であった。 
 
（職員同士、保護者への振り返り・共有の方法） 
活動を行なった週の午睡の時間に午睡当番以外の職員でミーティングを行い、活動内
容の報告と振り返りを行なう。保護者には連絡ノートに様子を記入したり、園のブログ
を通して写真と共に活動報告を行った。 
 
（次の活動・探究に向けた工夫、課題など） 
・大人よりも子どもの方が発見が多くあったが、大人が例えで言ってしまうとその意
見に引っ張られてしまう事が多かったので、次からはあまり例は挙げないよう配慮し
ていく必要があった。 
・今回は自然に聞こえる音を探したが、次は材料を色々と用意して活動を行なう為よ
り子どもの自由な発想を尊重していきたい。 
・子ども同士自分の意見を押し通してしまう部分もあったので、一つだけが正解では
ないという事を繰り返し伝えていく必要がある。 



１月２9 日,2 月 17 日：楽器を使って素材による音の違いを探す 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ ※公開可能な写真 2枚以上を含めてください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（保育者⇒こどもへの最初の働きかけ、狙いの問い） 
・前回音について話をしたので、今回は楽器を使って音の違いを感じてみる。 
・木琴と鉄琴は見た目は似てる？それでは音は？ 
・カスタネットやウッドブロック等同じ素材で出来ている物の音は同じかどうか？ 
 
（活動の内容、流れ。問いに対する探究・反応） 
・異素材、同素材等様々な楽器を用意し、まずはそれぞれどのような音がするのか予想
する。 
・実際に音を鳴らしてみてどのように聞こえたか自由に意見交換をする。 
・見た目が似てるものは、音もおなじではないか。 
・素材が同じでも形が違うから音も違うのではないか。 
・それぞれ子どもによってとらえ方は異なり、様々な意見が出てくる。 
・オリジナルの楽器を作って音の違いを楽しむ。材料は自分でどのような音がするの
か考えながら選んでいた。 
 
（「場所・環境」「素材・道具」「活動内容」への、こども同士の反応） 
・様々な楽器に興味を持ち、触ってみたり、音を鳴らしてみる。 
・叩く位置によって音が違う楽器もある事に気が付く。 
・同じ素材の物を入れても入れ物や入れる量によって音が異なることに気が付いてい
た。 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



５．振り返り 
＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（探究内容について、特に注意・意識して観察したポイントや気づき） 
・音の捉え方はそれぞれなので、保育者が否定的な言葉を言ったりしないように配慮
した。 
・友達同士で意見を交換し合いながら、様々な捉え方があると気が付き感心している
子もいた。 
 
（職員同士、保護者への振り返り・共有の方法） 
活動を行なった週の午睡の時間に午睡当番以外の職員でミーティングを行い、活動内
容の報告と振り返りを行なう。保護者には連絡ノートや園のブログを通して写真と共
に活動報告を行っていく。 
 
（次の活動・探究に向けた工夫、課題など） 
・素材によって音が変わる事は理解できたので、次回は様々な楽器を使って同じ形で
も音が違うのか（鉄琴や木琴）、同じ素材でも違うのか（ウッドブロックや木琴）を体
験させていきたい。 
・音が鳴ると楽しくなってしまい、ただ鳴らして遊ぶ等本来のテーマからずれてしま
いがちなので、楽しんで取り組みつつ、根本的なテーマは子ども達の中に残るような声
掛けをしていく必要がある。 



2 月 17 日：様々な国の言語の違いについて聞いてみる 
４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ ※公開可能な写真 2枚以上を含めてください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（保育者⇒こどもへの最初の働きかけ、狙いの問い） 
・外国人講師がいて英語を話しているが、世界にはたくさんの国がある。 
・日本語と英語以外にも言葉はあるか？ 
・話す言葉以外にコミュニケーションを取る方法はあるか？ 
 
（活動の内容、流れ。問いに対する探究・反応） 
・日常的に話している言葉は何か聞く。 
・以前中国系の子が在籍していたこともあり、中国語やフランス語等知っている国の
名前が出てくる。知っている国の名前を言う為、言語としては無い名前も出てきてい
た。 
・実際に数か国語を話せる保育者がいた為、いくつかの国の言語を聞かせて、聞き比べ
た。 
・言葉を話す以外にジェスチャーで伝える等の方法が出ていた。 
・手話と言う方法もあるという事を伝える。 
 
（「場所・環境」「素材・道具」「活動内容」への、こども同士の反応） 
・英語や日本語に対する知識はあるので、スムーズに出てくるが、その他の言語につい
ては知っている子とそうでない子の差は年齢によっても大きかった。 
・実際に様々な言語を聞かせると、知らない言葉で音が全く違いなかなか発音するこ
とが難しかったが、楽しみながら真似をしていた。 
・手話を知らない子も多く、興味を持っていた。 
 
 
 
 
 
 



５．振り返り 
＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（探究内容について、特に注意・意識して観察したポイントや気づき） 
・実際の言葉を分かりやすく発音してもらうだけでなく、同じ文章を普段通りの速さ
で話してもらい違いを感じやすくする。 
・子ども達のバックグラウンドの違いを考慮し、偏ったイメージなどに繋がらないよ
うに気を付けた。 
 
（職員同士、保護者への振り返り・共有の方法） 
活動を行なった週の午睡の時間に午睡当番以外の職員でミーティングを行い、活動内
容の報告と振り返りを行なう。保護者には連絡ノートや園のブログを通して写真と共
に活動報告を行っていく。 
 
（次の活動・探究に向けた工夫、課題など） 
・様々な言語の違いを音の響きや口の動きの観点から見ていったが、目の見えない人
のコミュニケーションはどのように行なわれているのか考えていく。 
・日常の中にあふれている音（信号や駅などで聞こえくる音等）や点字ブロックに興味
や関心が持てるように、子ども達に質問や声掛けをしていく。 



２月 27 日：目の見えない世界について学ぶ 

４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ ※公開可能な写真 2枚以上を含めてください 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（保育者⇒こどもへの最初の働きかけ、狙いの問い） 
・もしも、目が見えなかったらどうするか？ 
・目が見えない人はどの様に生活している？ 
 
（活動の内容、流れ。問いに対する探究・反応） 
・目が見えないと聞いてもあまりイメージはつかないようであったので、目が見えな
かったらどうなるかを考えられるよう、実際に子どもたち自身で手で覆ってもらいな
がら食事や散歩の場面を一緒に想像していった。少し恐怖心を感じている様子の子ど
もたちもいた。 
・視覚障害者の方の過ごし方を動画で見せる。動画を通して盲目の方の中にも全盲や
弱視など見え方がそれぞれ違うことを紹介すると驚いていた。 
・点字ブロックや点字、白杖、盲導犬などについて知ることができるクイズを用意。 
・動画を通して視覚障害者の方がどのように本を読むのかなどについても知り、点字
絵本の存在についても話をしていく。実際に点字絵本を複数の小グループに分かれて
触れていく。 
 
「場所・環境」「素材・道具」「活動内容」への、こども同士の反応） 
・特に幼児クラスでは点字ブロックや盲導犬の意味を知っている子どもたちも多く、
「○○で見た」「駅にもあったよ」などと関心を高く持ちながら積極的に発言する姿が
見られた。 
・複数の点字絵本を図書館で借りたり購入をしたため、普段知っている絵本を体験し
たり、迷路に挑戦したりしていたが、目が見えないと難しいと感じていた。 
・。 
 
 



５．振り返り 
＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（探究内容について、特に注意・意識して観察したポイントや気づき）・ 
・視覚障がいがある方への偏見を持たないよう注意した説明をした。 
・活動中だけではすべての点字絵本をじっくり見ることが出来なかったようで、活動
後もしばらく点字絵本を展示し自由に触れて読むことが出来る環境をつくっていっ
た。 
 
（職員同士、保護者への振り返り・共有の方法） 
活動を行なった週の午睡の時間に午睡当番以外の職員でミーティングを行い、活動内
容の報告と振り返りを行なう。保護者には連絡ノートや園のブログを通して写真と共
に活動報告を行っていく。 
 
（次の活動・探究に向けた工夫、課題など） 
・目の見えない世界を想像する際に自分の手を使って目隠しをするだけだと隙間から
覗いてしまう子どもたちも多くいたので、より視覚障害者の見え方に近い体験ができ
るように道具を用意していく。 
・電車やエレベーター等至る所に点字はあるが、その存在に気付いていない子もいた
ので、散歩や登降園の際に関心を持って観察できるよう声を掛けていった。 
 
 



3 月 9日:実際に視覚障害のある人の体験をする 
４．探究活動の実践 

＜活動の内容＞ ※公開可能な写真 2枚以上を含めてください 

 

 

（保育者⇒こどもへの最初の働きかけ、狙いの問い） 
・前回の振り返りをおこなう。 
・視覚障がい者の方はどのような世界で生活をしているのか想像してみる。 
 
（活動の内容、流れ。問いに対する探究・反応） 
・アイマスクや弱視体験グラスを活用し、室内で視覚障がい者の世界を体感してみる。
その中で身の回りの様々な音に耳を澄ますことが視覚障害者の方の生活の幅を広げて
いることを知る。 
・弱視体験グラスには 3 種類あり、それぞれ体験すると見え方が全く違うことに驚い
ていた。 
・町の中で点字以外にどのような工夫がされているか考えてみたが、難しかった。信号
機の音など例をあげたところ、電車のアナウンス等もそうではないかという意見が出
てきた。 
 
（「場所・環境」「素材・道具」「活動内容」への、こども同士の反応） 
・聞き慣れている保育者の声の呼び掛け、歩き慣れている部屋での活動、という条件の
中でも、目が見えない、弱視の状態になると普段簡単にできることができなくなってし
まい恐怖心を感じている子どももいた。 
・見ている子どもたちも方向などのヒントを声で伝えながら、友達が真っすぐ歩ける
ようにサポートしていた。 
 



 
５．振り返り 
＜振り返りによって得た先生の気づき＞ 

 

（探究内容について、特に注意・意識して観察したポイントや気づき） 
・目が見えないことに恐怖心を感じていたり、アイマスクの着用を嫌がる子どもには
無理をさせないようにしていった。その中でどうして怖いと感じるのか一緒に考えら
れるように声を掛けていった。 
・保育者や友達の声や身の回りの音に耳をすませられるように声を掛けていった。 
 
（職員同士、保護者への振り返り・共有の方法） 
活動を行なった週の午睡の時間に午睡当番以外の職員でミーティングを行い、活動内
容の報告と振り返りを行なう。保護者には連絡ノートや園のブログを通して写真と共
に活動報告を行っていく。 
 
（次の活動・探究に向けた工夫、課題など） 
・自分達も急に目が見えなくなることがあるかもしれないという認識を持ちながら、
偏見を持つのではなく、互いに思いやりや優しさを持って支え合い生活をしていける
ような環境をつくっていく。 


